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■科目名

歯科臨床早期体験実習

■英語名

Early Exposure

■授業形態

講義・演習

■単位数

2

■開講期

1期

■授業形態

講義・演習

■単位数

2

■開講期

1期

■担当教員

臨床教育部会長、各臨床系講座担当教員

■担当教員所属

臨床系講座の全分野

■担当教員

臨床教育部会長、各臨床系講座担当教員

■担当教員所属

臨床系講座の全分野

■連絡先（TEL）

099-275-6040

■連絡先（MAIL）

isggsk@kuas.kagoshima-u.ac.jp

■連絡先（TEL）

099-275-6040

■連絡先（MAIL）

isggsk@kuas.kagoshima-u.ac.jp

■オフィスアワ－

特に時間は指定せず、随時対応する。

■キーワード

■学習目標

１．歯科医師として必要な態度、考え方を説明できる。

２．歯科医療の概略を説明できる。

３．情報を自ら収集、分析して問題点を探し出すことができる。

４．問題点を論理的に整理し、解決方法を自ら見出すことができる。

５．必要に応じて他の学習者や教員と協力して、最適な解決方法を見出すことができる。

■授業概要

新入生の歯科医学に対する理解を深めて学習動機を高めることを目的に、毎回1診療科ずつ計１１の診療科をロ

ーテイトする。それぞれの場では、６年生を指導者としたクリニカル・クラークシップを行い、診療の見学を行

う。

また、この早期臨床体験を通して歯学部学生としての「たしなみ」を付けさせる。

さらに見学実習終了後は、歯科医療についての諸問題をテーマとして設定し、グループワークを経て発表会を行

う。

■授業計画

第 1, 2回　オリエンテーション、歯科臨床概説　　　　　臨床教育部会長

第 3, 4回　臨床見学実習　　　　　　　　　　　　　　　各診療科教員

第 5, 6回　臨床見学実習　　　　　　　　　　　　　　　各診療科教員

第 7, 8回　臨床見学実習　　　　　　　　　　　　　　　各診療科教員

第 9,10回　臨床見学実習　　　　　　　　　　　　　　　各診療科教員

第11,12回　臨床見学実習　　　　　　　　　　　　　　　各診療科教員

第13,14回　臨床見学実習　　　　　　　　　　　　　　　各診療科教員

第15,16回　臨床見学実習　　　　　　　　　　　　　　　各診療科教員

第17,18回　臨床見学実習　　　　　　　　　　　　　　　各診療科教員

第19,20回　臨床見学実習　　　　　　　　　　　　　　　各診療科教員

第21,22回　臨床見学実習　　　　　　　　　　　　　　　各診療科教員

第23,24回　臨床見学実習　　　　　　　　　　　　　　　各診療科教員

第25,26回　グループワーク（テーマ設定、資料作成）　　担当科教員

第27,28回　グループワーク（資料作成）　　　　　　　　担当科教員

第29,30回　グループワーク（発表、レポート作成）　　　担当科教員

■予習・復習へのアドバイス

■教科書

特に指定しない。

■参考書

特に指定しない。

■成績の評価基準

各回の実習態度：クラークの意見を参考にA～Eの5段階で評価する。

レポート：グループワークのテーマレポートをA～Eの5段階で評価する。

さらに出席状況を加味し、総合判定をする（A～Eの5段階）。



■その他

臨床見学実習は立位のまま長時間経過することがあるため、体調管理を万全にしておくこと。
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